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はじめに

2023年度「自己点検・自己評価報告書」につきまして、各学科関係者及び地域の委員の方々に

審議・分析いただき、ご意見を頂戴しながら学校関係者評価委員会を開催し、

「2023年度学校関係者評価報告書」としてまとめました。

本校が職業実践専門課程を推進するなか、学校関係者評価委員のみなさま方のご協力に

心より感謝いたしますとともに、本報告書を次年度以降のよりよい学校づくりに向けて活用し、

時代の変化に合わせた発展的な学校運営を推進してまいります。

引き続き、なにとぞよろしくお願い申し上げます。

学校法人２１世紀アカデメイア

専門学校名古屋ビジネス・アカデミー

学校長　　前田　恵

令和6年9月22日
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（１）　教育理念・目標 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（1）-　1

（1）-　2

（1）-　3

（1）-　4

具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見評価項目

学校における職業教育の特色は何か 4
業界・企業とのパートナーシップのもと、業界・企業から求められる人
材について分析し、特に社会人基礎力を高める教育を重視してき
た。2023年度についても各学科で企業との連携をより深め、学園系
列4校横断の教育イベントについては、全国コンテストを3学科はリア
ル開催、1学科はオンラインで開催した。

・企業との連携を深め社会人基礎力の向上に努める働
きは重要だと感じる。
・技術も大切ですが、社会人基礎力を始めとしたヒュー
マンスキル（対人能力、傾聴力、発信力、協調性、主体
性、ストレス耐性など）はどの業界でも必要としているも
のですので、これまで通りの教育指針を続けて頂きたい
と思います。

学校の理念・目的・育成人材像はさ
だめられているか（専門分野の特性
が明確になっているか）

4
本校の教育理念・方針は、学則に基づき、学園理事長、学校長に
よって定められている。学生全員に配布し、教職員が指針とする『学
生便覧』に「教育理念・方針」として明記している。

・周知の取り組みが、きちんとなされていると感じる。

社会経済のﾆｰｽﾞ等を踏まえた学校の
将来構想を抱いているか 4

AIやロボティクスが加速度的に進む今後の社会において、ビジネスで
活躍できる力を、学校、エリアを超えクロスオーバーするなかで身に
つける方針である学園のセブン・ステップ・カリキュラムをおおいに活
かし、本校学生たちが成長していけるよう進める。

・セブン・ステップ・カリキュラムを是非活かした取り組み
を今後も期待したい。
・IT業界においてはAIなど最先端のニュースが注目さ
れがちですが、まだまだ、ベーシックなプログラミング技
術などがこの業界の仕事を担っているのも事実です。
時間的な制約もあると思いますが、学生の興味を惹く最
先端なものに触れる授業とベーシックスキルを養う授業
の両立が必要かもしれません。

学校の理念・目的・育成人材像・特
色・将来構想などが学生・関係業
界・保護者等に周知されているか

4
学生に対しては、入学式前後1週間かけて新入生オリエンテーション
にて学校の理念・目的・育成人物像などを周知させている。保護者会
は、5月に対面で実施した（出席率60％）。

・周知の取り組みが、きちんとなされていると感じる。保
護者会に関しては、対面・オンラインを併用することで、
出席率の向上に繋がると感じる。
・対面での実施は良いと思いますが、参加されない保
護者へのフォローが気になりました。引き続き保護者へ
の周知・協力体制の確立はされるべきと思います。
・学生の意志決定に保護者の与える影響が大きくなっ
ていると感じています。保護者会などを通じて、学校の
教育理念などを共有頂くことにより、家庭でのバックアッ
プも得られると思います。
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（1）-　5

今後に向けての学校の考え

　職業実践専門課程認定校として、各業界の委員（教育課程編成委員会/学校関係者評価委員会）の方々や、卒業生が就職先としてお世話になってい
る企業さまからのご意見を反映したカリキュラムを実施してきました。各学科の全国コンテストや学科学校を超えてクロスオーバーで進めるイベント
につきましては、学園の系統4校ならびに学園全国17校と連携し、学生たちが就職後に活躍できる力を身につけられるよう、「AO2.5（3.5）」教育プ
ログラムとしてさらに推し進めてまいります。講師・保護者のみなさまとも連携を深めながら学生1人ひとりと真摯に向き合い、成長を促す指導を引
き続き進めてまいります。

各学科の教育目標、育成人材像は学
科等に対応する業界のﾆｰｽﾞに向けて
方向づけられているか

4
新年度学科計画を立てる際、学科担当が業界リサーチを行い、カリ
キュラム編成に活かしている。また、業界企業委員から成る教育課程
編成委員会で意見を伺い、企業連携科目を中心に、各業界企業の
ニーズを反映、実施した。

・業界と連携をとり、ニーズを反映した教育に取り組んで
いると感じる。
・社会の構造や業務の複雑化、常に進歩する新技術へ
の対応など、求められる人物像も変化し、授業内容へ
の反映は非常に難しいと思います。そのなかで、外部
組織と連携し、ニーズにマッチされるのは毎年ブラッ
シュアップを続けて頂ければと思います。
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（２）　学校運営 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（２）-　1

（２）-　2

（２）-　3

（２）-　4

（２）-　5

（２）-　6

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

目的等に沿った運営方針が策定され
ているか 4

運営方針・事業計画については、学園の方針・総意のもと、学校長と
事務長、学園名古屋エリア事務局長、全国ビジネス系列校4校で協
議しながら作成している。

・計画的、かつ組織的に決定されている。時代の変化
に応じた学校運営が求められる中で、柔軟な取り組みと
より多くの関係者の意見が集約されるようなシステム作り
が今後も重要になると思われる。

運営方針に沿った事業計画が策定さ
れているか 4 上記運営方針のもと、毎年事業計画書を予算計画と連動して作成

し、計画に沿って実施している。

運営組織や意思決定機能は規則等に
おいて明確化されているか。有効に
機能しているか

4

意思決定については理事会、議決機関としては、全国ビジネス系列
校4校学校長がオンラインで協議するB系統会議、名古屋姉妹校4校
の学校長・事務局長を中心とした名古屋責任者会議があり、各毎週
実施している。
学内では、教職員が参加する定例学務ミーティングと担任会をそれ
ぞれ毎週実施、学校運営に関する情報や学生状況（継続/就職活動
進捗等）を共有し、課題と取り組みを組織的に協議するようにしてい
る。

人事、給与に関する規定等は整備さ
れているか 4

教職員の人事、給与に関する規定については、各人が定量・定性に
わたる目標設定を学校長と協議のうえ設定、期末を前に達成進捗や
振り返りを踏まえ、職務要件や給与テーブルに照らし合わせて次年
度の昇給に反映される制度を整備している。

・適正に評価していく整備がなされていると思われる。

教務・財務等の組織整備など意思決
定システムは整備されているか 4

各教職員の報連相を重視し、意思決定は学校長・学務責任者等中
心で行う。また、事務長が事業計画に基づく予算編成の段階から精
査・共有し、学園事務局と連携しながら計画・実施している。

・連携を取り、整備されていると思われる。

業界や地域社会等に対するコンプラ
イアンス体制が整備されているか 4

教職員が地域社会へのコンプライアンスの重要性を認識し、学生指
導している。また、社会人教育の一環として、就職指導の授業などで
社会人としてのコンプライアンス遵守について指導している。

・適切なコンプライアンス体制を整備することは非常に
重要である。その指導がなされていると思われる。
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（２）-　7

（２）-　８

今後に向けての学校の考え

教育活動等に関する情報公開が適切
になされているか 4

情報公開に関しては、学校のホームページで基本方針や学科の特
徴・バリュー、カリキュラム、就職活動支援体制等を公開するとともに、
職業実践専門課程認定校ならびに国の修学支援認定機関として、規
定どおりの学校情報を公開している。

・適切に情報公開がなされている。

　学科ごとのクラス担任制を軸に、「学生サポート」「教育イベント」「就職キャリア」「クロスオーバー」といった学科・学校を超えた横串サポー
トをさらに推進し、学生たちの学びを高め、満足度を上げ、変化の兆しを把握し、学校事由による退学防止を強化してまいります。
　卒業生のネットワーク化につきましては、学園全体で計画している「ネクスト・ステージ・アカデミー」構想が本校卒業生にとって有意義に機能し
ていくよう進めていきます。

学生一人ひとりの情報に関して、取得単位数・資格、出席状況は成
績管理システムにて管理。学生への連絡周知、オンライン配信授業
や系列校会議については、Microsoft Teamsを活用。求人票や求人
検索、就職活動内容をデータベース化した「スタログfor Recruit」、予
算の執行時には学園稟議システム、人事評価には「カオナビ」システ
ムを運用している。ただし、卒業生についての情報管理は、依然でき
ておらず、課題としている。

3

・昨年からの課題、卒業生の情報管理については、新
たに立ち上がった「ネクスト・ステージ・アカデミー」の仕
組みと合わせて検討される流れの中、まずは手元にあ
る情報から具体的な一歩を進め、少しずつ情報蓄積を
重ねて頂ければ、と感じます。
・学校教育の生産性向上に情報システム化は不可欠で
あり、うまく活用されていると感じる。予算がある中では
あるが、卒業生の情報管理といった課題に関しても引き
続対応を進めてほしい。
・卒業生の情報管理については必要なことだと思いま
すので、優先度を上げて取り組まれると良いのではと感
じました。
・転職が当たり前となっている現状では、卒業生の状況
把握は大変難しいと思います。しかし卒業生の定着状
況などは就職支援においても有益な情報になり、また
後輩にとっても知りたい情報だと思いますので、ぜひ構
築に向けて進めて頂きたいと思います。

情報システム化等による業務の効率
化がはかられているか
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（３）　教育活動 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（３）-　1

（３）-　2

（３）-　3

（３）-　4

（３）-　5

（３）-　6

（３）-　7

（３）-　8

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

教育理念に沿った教育課程の編成・
実施方針等が策定されているか 4

・教育理念に沿った、教育課程の編成・実施がなされ
ている。業界のニーズを踏まえ学生の視点に立った更
なる教育活動の向上を期待する。

教育理念、育成人材像や業界のニー
ズを踏まえた学科の修業年限に対応
した教育到達レベルや学習時間の確
保は明確にされているのか

4

・A-TECHなど学生にとってアウトプットできる場がある
のは素晴らしいと感じました。
昨今の学生は（他の大学、専門学校を含め）アウトプッ
トすることに慣れていない方が多いと感じています。こ
れらは経験によるところが大きいと思いますのでそいう
意味でも重要です。

学科等のカリキュラムは体系的に編
成されているのか 4

カリキュラム、シラバス、資格検定対策、及び学科コース運営に関す
る目標や計画については、年度ごとに学科担当が策定。業界企業委
員で構成される教育課程編成委員会の承認のもと、2年または3年間
で習得させる教科目と教育イベント、取得資格を一覧にした「カリキュ
ラム編成シート」を作成し、実施している。
企業連携科目を含め、産学連携による教育イベントについては、全
国系列4校と協議しながら計画し、業界EXPO、トリミングコンテスト全
国大会、全国ビジネスプランコンテスト、オンライン留学プログラム等
に加え、2023年度はITビジネス学科の「A-TECHコンテスト全国大
会」を本校で実施した。
全教員（専任・非常勤）が担当する全授業について「授業計画書（シ
ラバス）」を授業期初に提出。毎回の授業実施内容を「授業報告書」
に記入し、共有できるようにしている。また、授業期ごとに担当教員の
総括・要望をとりまとめ、授業の質の向上や改善に努めている。

・その年ごとで学生の考えや受取り方が異なるので、授
業アンケートを実施する事で現状把握し、より良い授業
内容の改善に努めることができていると思われる。

キャリア教育については、1年次からの「就職指導」に加えて、1級キャ
リアコンサルティング技能士/公認心理師/シニア産業カウンセラーで
ある講師が実施する「キャリア実践学」を配置。自己分析のための棚
卸しから各人の強みを文章化するとともに、グループワーク・ディス
カッションを通じてコミュニケーション能力の向上を図っている。
本校では「実践的な職業教育」を、連携している業界企業へのイン
ターンシップ及び業界現役あるいは企業からの派遣講師による学内
での実践的授業ととらえている。年2回実施の教育課程編成委員会
では、関連分野の企業等よりご意見をいただき、業界ニーズをとらえ
たカリキュラムにすべく反映している。

キャリア教育・実践的な職業教育の
視点に立ったカリキュラムや教育方
法の工夫開発などが実施されている
か

4
関連分野の企業・関係施設等や業界
団体等との連携によりカリキュラム
の作成・見直し等がおこなわれてい
るか

4

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリ
キュラムが実施されている。業界団体との連携を更に深
めより実践的な教育が今後も図れることを期待する。
・就活が早期化するなかで、2年制専門学生は入学し
て半年後には就活準備が始まるというタイトなスケ
ジュールを強いられているのが実情かと思います。そこ
で専門講師が学生のキャリアを考えるサポートをされる
のは学生にとっては大きな安心につながっていると思
います。
・インターンの前倒しは非常に良かった。実際にイン
ターンを経験した学生は大学3年生と肩を並べるぐらい
に成長をしている。良いところをより伸ばしていくことが
重要。

関連分野における実践的な職業教育
（産学連携によるインターンシッ
プ、実技、実習等）が体系的に位置
づけれられているか

4

授業評価の実施・評価体制はあるか 4
授業評価については、学生の「生の声」を聞くために、9月に「授業ア
ンケート」を実施。アンケート結果について専任教員が共有し、現状
の把握と授業内容・学校運営の改善に努めている。また、非常勤教
員へのフィードバックを行い、改善や次年度継続可否の参考にして
いる。

職業に関する外部関係者からの評価
を取り入れているか 4

「業界が求める人材」については、11-12月に実施した「業界EXPO」
ご参画企業（2023年度実績81社）や学内会社説明会を開催くださる
企業さまより直にお伺いするとともに、愛玩動物看護学科・ＩＴビジネ
ス学科（単位認定）、ペットビジネス学科を中心にインターンシップを
お願いしている企業さま方から、参加学生についての率直な評価を
学科担当や就職指導担当が伺い学内で共有している。また、カリ
キュラムや教育イベント、ゼミなどに反映している。

・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れ、カリ
キュラム等に反映がなされていると感じる。
・IT業界は企業によって業務内容が様々ですので、そ
れぞれ求める技術（開発言語、開発手法など）は異なり
ますので、授業内容への反映は非常に難しいと思いま
す。
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（３）-　9

（３）-　10

（３）-　11

（３）-　12

（３）-　13

（３）-　14

今後に向けての学校の考え

成績評価・単位認定、進級、卒業判
定の基準は明確になっているか 4

学則および「学生心得・細則」（学生全員に配布する『学生便覧』に
明記）に則り、厳正に行っている。『学生便覧』は、新年度開始時のオ
リエンテーションで学生たちに周知するほか、保護者会でも配布し説
明、保護者のご理解を促している。

・周知、説明が適正に取り組まれていると感じる。

資格取得等に関する指導体制、カリ
キュラムの中での体系的な位置づけ
はあるか

4
各学科のカリキュラム編成シートに取得スケジュールが明記されてお
り、取得すべき資格・検定については、該当対策授業のほか、授業
時間外で対策ゼミを行ったり、質問に答えるなど、合格率アップのた
めに指導している。また、年度ごとに取得実績を記録し、指導体制の
強化、内容改善に努めている。

・カリキュラム編成シートにて取得スケジュールを明記し
ていることから計画的に資格取得できる環境が整備さ
れている。授業時間外で対策ゼミの実施など、合格率
向上に向けた取り組みも評価できる。
・資格取得は専門分野で学んできたエビデンスになり、
学生にとっても自信につながると思います。これまで通
り、対策ゼミなどの施策は継続し合格率アップを目指し
て頂きたいです。

人材育成目標の達成に向け授業を行
うことができる要件を備えた教員を
確保しているか

4 現教員は、専任・非常勤含め、学科の教育目標や実施方針を遂行
でき、業界レベルの指導ができると判断している。

・要件を備えた教員の確保がなされている。
・先生方の給与upはされているのでしょうか

　各学科のカリキュラムは、学科担当のリサーチ、教育課程編成委員や連携企業のみなさま、卒業生や採用企業ご担当者のご意見を反映し、業界で
求められる力についてより精査し、学生たちが「実践できる」ことをポイントに引き続き取り組んでいきます。ＡＩ化が進むなか、ビジネスで活躍
できる力の習得や新しい変化への対応について、学園の新しい教育メソッドを学生ファーストで実直に推進してまいります。
　教職員研修については「年に1～2回以上自主的に参加」を条件に、多様な業務のなか実施できますよう組織として進めます。

・質の高い授業を提供するために、今後も学科担当と
非常勤講師との連携を徹底し学生がより深い学びがで
きる事を期待する。
・予期せぬ退職以外にも、欠員にそなえた人材体制作
りは学生のためにも欠かせないと感じます。

関連分野における先端的な知識・技
能等を修得するための研修や教員の
指導力育成など資質向上のための取
り組みがおこなわれているか

3
2023年度の教員研修実績が組織的・計画的に実施できたとは言え
ない結果となった。学科担当の業務増大と効率化しづらいマルチ業
務が依然として大きな要因であり、経年の課題となっている。教職員
個人が各専門分野や職務のスキルアップのため情報収集をして、積
極的に研修に参加するよう改めて周知する。教職員が外部研修で刺
激を受けて成長することこそ、授業や学務業務の質を上げられると肝
に銘じ、自主的に学ぶ姿勢を持てる環境を整備する。

・2023年に実施できなかった要因が明確になっている
為、早急な環境整備が必要である。
・研修はもちろん大切ですが、先生方の作業量増に
よって隠れ残業の増加（ないとは思うが未払い残業代
の発生）、メンタルへの影響が心配です。
・自担当業務が逼迫している状況では、とても自己研
鑽に励む環境でないと思うため、まずは業務効率化と
いう課題を最優先に捉え取り組まれると良いのではと思
います。

職員の能力開発のための研修等が行
われているか 2

関連分野における業界等との連携に
おいて優れた教員（本務・兼務含
む）の提供先を確保するなどマネジ
メントが行われているか

3

期中に専任教員の退職があり、それに伴って教員が異動せざるを得
ない事態があった。後期に後任者を採用し、担任が変わることとなっ
た学科の学生たちが不利益を被らないよう、リーダーを中心にサポー
トした。質の高い授業を提供するためには、学科担当と非常勤講師と
の連携は必須である。それを、学科担当が職務としてとらえ、双方で
コミュニケーションを取りながら進める体制としている。
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（４）　学修成果 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（４）-　1

（４）-　2

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

就職率の向上がはかられているか 4

2023年度就職率（求職者に対する）100％（卒業者に対する求職率
96.9％、内定者のうち業界内定率91.7％）。1年次からの「就職指導」
授業、11月末「業界EXPO」、早期選考・推薦枠の獲得、インターン
シップの促進、学内会社説明会等の枠組みに加えて、学科担任と就
職指導担当が連携して学生1人ひとりをねばり強くサポートしてきた
結果だと考える。

・学科担当の方と就職担当の方々の、学生一人ひとり
の個性に寄り添った、ネバーギブアップの連携力は、
学生達の体感として残り、未来においても大きな力とな
ることでしょう。
・求職者に対する内定率１００％は素晴らしいです。学
内イベントを中心にした就職指導の先生のサポートの
賜物だと思います。
・就職率以上に、業界内定率の高さは素晴らしいと思
います。可能であれば卒業3年後の定着率などもウォッ
チできると、サポートにおいてよりよい振り返りができる
かもしれません。
・就職率100%が本当に重要か改めて考えて、就職率だ
けにこだわらず、さまざまな選択肢を学生が持てるよう
にしていく方がいいと考えます。

資格検定については、学科担任が担当講師と協議しながら、合格率
を上げるべく当該年度も努めた。合格率が全国平均を超えたもの
は、サービス接遇検定準1級ロールプレイング、PC検定など。一方
で、色彩検定、リテールマーケティング（販売士）、日商簿記検定は、
全国平均レベルを大きく下回り、経年の課題である。愛玩動物飼養
管理士、基本情報技術者試験といった専門資格に関しても昨年度よ
り合格率が下がっており、抜本的に指導や実施について検討する必
要があると考えている。

3資格取得率の向上がはかられている
か

・就職率や資格・免許の取得率は、入学希望者を集め
る上で非常に重要な指標になると思われる。この数字
を維持・向上させる為には、担当部署・担当教員だけ
ではなく、学校全体での目的意識の共有とそれに向け
た取り組みが必要になるので、今後も更なる組織体制
の強化が望ましい。
・理由が明確に分かっているのであれば良いのです
が、日商簿記検定の合格率が平均レベルを大きく下
回ったという点が気になります。
・資格取得と実践的な内容の両立は時間的に厳しいか
もしれませんが、貴重な情報系の専門学校としてこれま
で通り取り組んで頂けることを期待しています。
基本情報技術者試験の取得は就活において有利にな
りますので、そのあたりも学生様のモチベーションに繋
げてください。
・資格取得に対する学生の心構えを日頃から作ってい
かなければならない。資格取得の対策を学校に依存す
るのではなく、当事者意識を持って取り組めるようにす
べき。
・東京、大阪、福岡の他校と資格取得対策で横のつな
がりを作るとよいのではないか。
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（４）-　3

（４）-　4

（４）-　5

今後に向けての学校の考え

退学率の低減が図られているか 3

退学理由については、メンタル事由等が増えているものの、学習意
欲の低下、クラスになじめない・友人トラブル、進路変更など、学生満
足度に関わる理由もある。各学科担当がクラス担任として出欠席の
管理、講師との情報交換、保護者との連携、学生とのコミュニケー
ション・指導についていま一度振り返るとともに、出願時期が遅い学
生について業界や職種等について丁寧に伝え、入学後にギャップ
が出ないよう、とくに留意する必要がある。

・中途退学率を今後下げる為にも、現在のフォロー体
制にプラスして、保護者との連携に関して具体的なア
プローチ方法を見つけていくことは必要不可欠である。
・近年にない退学率という点が気になります。理由は多
様であり難しいと思いますが、ひとつひとつ理由を潰し
て改善できることを望みます。
・企業においても、早期退職は大きな課題となっており
ます。もちろん、経済的理由などやむを得ない理由も
ありますが、それ以外の退学について学校としてのフォ
ローアップ体制も重要かと思います。
ただ、一定数は「何となく入学を決めた」という学生もい
ると思いますので、そのあたりについても、入学前に進
学する目的を学生自身が考える必要があるのではない
でしょうか。
・入学に対する目的意識を入学前からしっかり持たせ
なければならない。

　不登校経験者やメンタル事由を持つ入学者が増えていることが否めない現状を踏まえた対応が求められております。また、入学前に業界の厳しさ等
も合わせ伝え、入学後のイメージギャップを軽減することも必要だと考えます。就職率と進級・卒業率は、学園として定数評価の対象であり、学校運
営の要として目標値を常に意識しクリアし、「辞めない学校・就職する学校」、加えて「ビジネスで活躍するプロフェッショナル力を備えた人材を育
成する学園・学校」の実現を常にめざします。
　資格の取得・合格率に関しましては、当該年度も大きな課題が残る結果となりました。資格受験時期の精査や対策ゼミ・特別授業など、次年度改善
できるよう取り組みます。

卒業生・在校生の社会的な活躍及び
評価を把握しているか 3

・卒業生の活躍は在校生の将来の希望にも繋がるので
卒業生同士のネットワーク、学校と卒業生のネットワー
クを構築し、情報共有や相互サポートを促進していくこ
とが重要となる。
・現状、退職が決まってから、先生方とやりとりすること
が多いので、事前に連携を図りながら、改善点などを
見つけられると良いかと思います。
・生涯サポートをして頂けるのは、学生にとっても安心
だと思います。周知も含め、それらを活用できる仕組み
が重要かもしれません。
・ネクストステージの取り組みは非常に良いと思いま
す。

卒業後のキャリア形成への効果を把
握し学校の教育活動の改善に活用さ
れているか

4
・生涯のキャリアサポートという取り組みは素晴らしいと
思います。卒業生に周知活用してもらうためにも、卒業
生の情報管理の整備は欠かせないと感じました。

卒業生の活躍および卒業後のキャリア形成への効果の把握につい
ては、卒業生の就職先企業さまからの情報や、学科担当との関係性
による一部の卒業生の断片的な情報に限定されており、学校が体系
的に卒業生の現状についてリサーチできているとは言えない状況で
ある。学園の新しい取り組みとして、2023年度より「ネクスト・ステー
ジ・アカデミー」という、卒業生のキャリアを生涯サポートするしくみが
立ち上がっている。本校として、このしくみを卒業生に周知し、卒業
生が活用できるよう進める。

10



（５）　学生支援 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（５）-　1

（５）-　2

（５）-　3

4

学生の経済的な支援については、入学前のAO特待生制度（特待生
には学費減免）、学費の分納制度、日本学生支援機構奨学金や修
学支援新制度に関する周知・説明・申請・報告、進級前の校友会学
費支援制度がある。日本学生支援機構奨学金の緊急申請について
も臨機応変に対応し、修学支援新制度/給付型奨学金の対象校とし
て、サポートしている。

・支援制度についての周知、説明等、きちんと対応され
ている。また、緊急申請においても臨機応変に対応され
ている点から評価ができる。
・経済的な理由だけで進学を諦めなければならないの
は、残念に思いますので、奨学金などの案内や手続き
支援などは非常に学生にとってメリットがある取り組みだ
と思います。

学校関係者評価委員のご意見

進路・就職に関する支援体制は整備
されているか 4

・求職者に対する就職率100%を10年連続達成! は素晴
らしく、 ご担当者皆様方の熱意と学園の総合力に感服
いたします。
・就職活動支援のカリキュラムが十分に整備されている
と感じる。引き続き、学校と家庭とが協力しサポートでき
る環境を継続してほしい。
・保護者とも連携し丁寧に対応されていることが就職率
１００％という数字にも繋がっていると思うので、素晴らし
いと思います。
・貴校の学生からお話を聞きするなかで、就職サポート
も含め、学生ひとりひとりに寄り添い親身になった応対
をされているという印象で他校様とは差別化できている
と感じます。
また、早い段階での業界EXPOや単位制インターンシッ
プなど学生に就活意識を植え付ける指導が学生によっ
て有意義なものだと思いますので、引き続き実施して頂
きたいです。

学生相談に関する体制は整備されて
いるか 4

・「なんでも相談室」の設置と共に、専門家と担任、また
担任以外の方々も含めた連携サポートは、視点が広く、
常に学生に寄り添った親身な学園の体制を感じます。
・相談窓口が整備され、職員での情報共有もできている
と感じる。時代に合わせた気軽に相談できる環境を引き
続き取り組んでほしい。
・なんでも相談室はとても良い施策だと思います。
担任など利害関係がある人には相談しにくい事も、第
三者的な立場であれば話せることもあると思います。
いかに気軽に相談できるような環境を維持していくこと
も、検証を続けて頂ければと思います。
・担任以外にも頼れる人がいるという環境があると良いと
思います。

進路・就職への支援体制について、本校では取得単位外を含めて就
職活動支援に力を入れており、2023年度で求職者に対する就職率
100％を10年連続達成した。1年次11月の就職イベント「業界EXPO」
を軸に就職内定が決定するまで、入学当初より週1回授業を実施。必
要に応じて保護者へ連絡し、学校と家庭とが協力して学生サポートに
あたることを大方針としている。

学科担任との面談に加え、学生の精神的な悩みについては、学園に
「なんでも相談室」があり、スクールカウンセラー（公認心理師/臨床心
理士）が予約制で相談業務を行っている。日々の学生を支援する担
任活動で共有すべき事例については、毎週の職員ミーティング/担任
ミーティングで協議し、当該学生にとってよりよい対応に向けて意見を
出し合い、担任以外も支援に加わるなどしている。

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など

学生に対する経済的な支援体制は整
備されているか
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（５）-　4

（５）-　5

（５）-　6

（５）-　7

（５）-　8

卒業生への支援体制はあるか 3
卒業生の再就職相談については、依頼があれば担任や就職指導担
当が個別で対応している。また、学園で立ち上がっている「ネクスト・ス
テージ・アカデミー」を周知し、本校卒業生にとっても恩恵があるよう
進めたいと考えるが、具体的な支援は次年度以降本格的になる予
定。

・早期離職も増えている昨今においては、卒業後の状
況確認や再就職支援に関してもシステム化が必要だと
感じる。
・残念ながら早期離職するケースも増えているので、再
就職サポートを学校が行って頂けると親御さん学生さん
にとって心強いと思います。
・第二新卒の再就職フォローアップの仕組みが卒業生
に周知されていれば、学生も安心できると思います。

学生の健康管理を担う組織体制は整
備されているか

保護者と適切に連携しているか 4
科目ごとで欠席が重なったり、進路・就職について、学生の個別面談
等で出てきた課題について、担任が保護者へ連絡。学校と家庭が協
力して学生のサポートにあたっている。

・保護者と適切に連携できている。

・課外活動は、チームワーク力やコミュニケーション力を
高めれる機会である。今後も学科を超えた交流が増え
るよう積極的に取り組んでほしい。
・学生の本分は学業でありますが、やはり学校はそれだ
けではなく、仲間との関係構築も大切なものです。
学園祭やスポーツ大会などのイベントはこれまで通り積
極的に展開して頂きたいです。

学生の生活環境への支援はおこなわ
れているか 4

遠隔地出身者に対しては、学園が適正と認める業者（学生寮・学生マ
ンション・アパート等紹介）を厳選し、案内している。学生が安全で衛
生的かつ快適な生活環境を確保できるよう支援するとともに、健全に
生活できているかどうか、担任が把握するよう努めている。

・学生が安全で安心に過ごせる生活環境の支援、担任
のサポート体制の取り組みもなされており評価できる。
・遠隔地出身者に対する担任の先生含めた丁寧なサ
ポート、安心感があると感じました。
・1人暮らしの学生は、よりフォローが必要だと思いま
す。
生活環境、メンタル状況などケアを続けて頂き、少しの
変化も早期発見できる仕組みがあれば、途中退学など
のリスク軽減に繋がるのではないでしょうか。

課外活動に対する支援体制は整備さ
れているか 4

2023年度の課外活動としては、学生委員が中心となって企画し、全
員が参加する学園祭、スポーツ大会に加えて、新入生歓迎会やボウ
リング大会などを初めて実施、学科を超えた交流を図った。11月に
は、名古屋市獣医師会の外郭団体である名古屋市人とペットの共生
サポートセンターが主催する「猫の譲渡会」に、栄という立地を活かし
て教室を会場として提供、学生と教員たちがボランティアスタッフとし
て当日サポートした。

4
学生の健康面支援は、定期健康診断を毎年実施しデータ化。学生
や教職員のメンタル面を支援する「なんでも相談室」とは、集団守秘
義務のもと学務室が連携し、学生の状況把握と退学防止に努めてい
る。

・学生の健康管理と組織体制の整備がなされている。
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（５）-　9

（５）-　10

（５）-　11

今後に向けての学校の考え

関連分野における業界との連携によ
る卒後の再教育プログラム等を行っ
ているか

1 卒業後に関して「関連分野における業界との連携による卒後の再教
育プログラム等」は実施していない。

・今後のニーズに応じて対応してもよいと思う。

社会人のニーズを踏まえた教育環境
が整備されているか 1 社会人が働きながら学べる教育環境の整備は予定していない。 ・学校方針に従う。

高校・高等専修学校等との連携によ
るキャリア教育・職業教育の取組が
行われているか

3
地域の各高校から、面接指導や模擬授業等の依頼があった場合は、
本校就職指導担当や広報職員が出向いて職業ガイダンスや講座を
実施しているが、回数としては限られている。とくに、授業を持ってい
る教員が専門授業のために高校に訪問することは、スケジュール調
整が難しいケースが多い状況である。

・高校と連携したキャリア教育は、学生の学びの選択肢
が広がると同時に学校の宣伝にもなる取り組み。教員の
負担にはなるが可能な限り実施できることが望ましい。
・可能であれば、低学年の高校生を対象とした、学校開
放や出張授業などの取り組みができれば、進路決定に
おいて早めの意識付けができるのではないでしょうか。

　クラス担任との定期的な個人面談に加え、科目講師、就職キャリア、学生サポート、スクールカウンセラー、保護者の方々と、学生1人ひとりに対
して重層的な接点をつくることで、個別支援を引き続き強化いたします。
　社会人教育に関しては、教職員の業務量等を勘案し、学校フロアの地域開放や在校生の地域・社会貢献活動に力を入れることで、代替させてまいり
ます。
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（６）　教育環境 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（６）-　1

（６）-　2

（６）-　3

今後に向けての学校の考え

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

学内外の実習施設、インターンシッ
プ、海外研修の場等について十分な
教育体制を整備しているか

3

インターンシップに関しては、ITビジネス学科、愛玩動物看護学科の
単位認定制の連携企業とのインターンシップほか、他学科についても
1年次夏以降、就職活動につながるインターンシップについて積極的
に促進している。
海外研修については、希望者対象の海外研修を計画したが、安価な
価格設定ができず参加希望が少なく催行できなかった。
学生たちのグローバルな視点を広げる点に関しては、アメリカカリフォ
ルニアにある本学園拠点ロサンゼルス・アカデメイアと全国ビジネス姉
妹校4校をつなぐ「オンライン留学プログラム」を1年生対象に年1回
行っている。

・各学科がインターンシップへ積極的に取り組めており
教育体制が整備されていると感じる。海外研修におい
ては、情勢や学生のニーズにより今後、柔軟な対応が
必要になる。オンライン留学プログラムの実施は引き続
き継続してほしい。
・海外研修については費用負担の問題が重く、難しく
なってきていると思います。オンライン留学を含めた代
替となるような研修プログラムを充実させることが学校の
魅力向上にも繋がると思います。
・就活スケジュールがタイトになりがちな2年制専門学生
において、1年生の夏～秋に単位制のインターンシップ
の場を学校が作られるのは学生にとってと、ても有意義
だと思います。高校生気分が抜けて本格的に就活に向
けていく導線のきっかけになっているのではないでしょう
か。

施設・設備に関しては、安全・快適な環境でより効果的な授業が実施
できるよう、毎年度設備計画を作成し、校舎や実習室・設備の改修を
行い、安全性・利便性・清潔感の向上に努めている。2023年度施設・
設備については、教室照明LED化（第1期）や屋上防水工事、防犯カ
メラ増設、実習室改修、実習備品追加等を計画し、学習環境を整備し
た。
各施設・設備については、平面図や備品台帳、教室稼働表など書類
で管理している。業界企業とのパートナーシップのもと、分野に即した
実践的実習授業を校内で実施できる環境整備にこれからも努め、学
生の意欲とスキルを向上させ、成長へとつなげる。

4施設・設備は、教育上の必要性に十
分対応できるよう整備されているか

・必要に応じて整備されている。今後も、安全で快適な
環境で授業が実施できる取り組みを継続してほしい。

　海外研修につきましては2023年度計画するも、円安影響での費用面が理由で催行できませんでした。グローバル施策といたしまして、学園独自の英語
習得サブスクサイト、系統4校主催ロサンゼルス拠点からのオンライン留学プログラムを実施しております。学生がグロ－バルな視点を養えるカリキュ
ラムを次年度も進化させてまいります。

防災に対する体制は整備されている
か 3

非常時における備品の確保や災害時の緊急対応への整備が充分で
はないと認識している。
避難訓練は、校舎ごとに2回に分けて実施した。
非常時の避難経路等は、避難訓練の実施とともに、常勤教職員のみ
ならず、非常勤講師、クラス単位で周知している。

・予測不可能な自然災害が多発している現状、弊社も
同様ですが、これまで以上に備えと、発生時のシミュ
レーションを重ねる事が大切であると痛感しております。
・非常時における備品の確保や災害時の緊急対応の整
備は早急に進めるべきである。
・企業においても課題感は持ちながら、なかなか具体的
な対策ができていないところも多いと思います。万が一
の大規模災害が起きた際の、学校運営の継続性の検
証（設備や資料のバックアップ、復旧体制など）も検討
できればと思います。
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（７）　学生の受け入れ募集 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（７）-　1

（７）-　2

（７）-　3

（７）-　4

今後に向けての学校の考え

学納金は妥当なものとなっているか 4
学納金は名古屋地区の同業他校と比較して妥当であり、提供するカ
リキュラムや教育環境・設備の質、社会人基礎力の向上のための授
業の配置や教育イベントの充実などから、学納金に見合った価値を
提供していると考えている。

・学納金に見合った価値を提供できている。
・長期的には教員採用や設備投資資金に余裕がなくな
る前に値上げも検討してもいいのでは。

　学生募集につきましては、学園系統校との共同ＰＲやツール制作、コンテンツ共有等、効果効率化を引き続き進めます。18歳人口が減少し、大学進学
のしやすさ等、入学検討者のマーケットが年々縮小していく状況は明白です。競合優位性をより適正に検討者・保護者の方々に周知し、ご理解いただけ
るよう、メディア、コンテンツ、タイミング、ＳＮＳやＳＥＯ対策など全方位的に検討し、あらゆる打ち手を検討しながら強化してまいります。

学生募集活動において、資格取得・
就職状況等の情報は正確につたえら
れているか

4

入学者の約9割が利用するAO入学制度においては、募集活動と教
育のシームレス化を実現すべく、「AO2.5教育プログラム」というコンセ
プトのもと、入学前授業（AOプレスクール：入学前7月～3月で計9回）
を実施。専門分野の学習へスムーズな移行と入学後へのモチベー
ションアップ、将来のクラスメイトとの交流を目的としている。また、教育
効果として、企業と連携した実践的な授業内容、設備、就職サポート
体制のほか、ＯＢ・ＯＧの活躍、就職先一覧などについて、募集活動
のなかで情報提供している。

・AO入学制度において、AOプレスクールの取り組み
は、ミスマッチを防ぎモチベーションアップに繋がる取り
組みである。引き続き、正確な情報を発信し募集活動を
継続してほしい。
・企業における採用と同じだと感じました。入社させるこ
とが目的になりがちですが、大事なのは長く勤めてもら
えることです。そのため良いことばかりではなくネガティ
ブな情報（仕事における大変なことや会社が抱えている
課題など）も積極的に出していくようにしています。それ
によりお互いの納得感を得られ、定着率の向上につな
がると思っています。

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

学生募集活動は、適正に行われてい
るか 4

本校の入学資格は、高等学校卒業資格を前提としたうえで、過去の
学業成績よりも学ぶ意欲や目的意識を選考基準として重視し、これか
ら新しい分野に挑戦する初心者に対して入学の門戸を大きく開いて
いる。本校の教職員は、募集活動を「入学検討者に対する進路サ
ポート」と心得ており、①印刷物・webサイト・高校ガイダンス等を通じ
た、有用かつ新鮮な情報提供 ②おもにオープンキャンパスでの模擬
授業を通じた技術・知識の提供、入学相談 ③入学検討者の疑問や
不安を解消するため、電話やメール、SNS等を通じたカウンセリングを
行っている。遠方等で来校しづらい方には、無料送迎バスの運行や
オンラインでの入学相談などにも対応した。

・高校生の志向に合わせて、SNSを活用している点を評
価できる。学校の特色の情報発信、アプローチもできて
いる。
・各種施策により、進学後のミスマッチを防止するため
に最善を尽くされているという印象です。
・AO2.5の制度を学校を検討している高校生にも活用
できると入学へのアピールにつながると思います。

高等学校等接続する機関に対する情
報提供等の取組を行っているか 4

本校は、一般社団法人愛知県専修学校各種学校連合会の会員で、
募集活動に関わる諸規則を尊重し、適切な募集活動に努めている。
学生募集活動については、「入りを計り、出るを制す」という学園の建
学の精神のもと、高校や設置会場でのガイダンスに広報職員が出向
き、年間数百人の高校生ならびに高校の先生方に本校や業界につ
いて情報提供している。

・情報提供の取り組みがなされている。
・少子化、IT技術者不足の社会において、東海地方で
は貴重な情報系の専門学校であると思います。
特に地元志向の強いこの地方では、有難い存在です。
質と量のバランスは難しいと思いますが、積極的な募集
活動を続けて頂きたいです。
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（８）　財務 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（８）-　1

（８）-　2

（８）-　3

（８）-　4

今後に向けての学校の考え

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

中長期的に学校の財務基盤は安定し
ているといえるか 4

学生納付金は帰属収入の90％以上を占める最大の財源だが、多様
な学生ニーズに応えるべく教育内容の充実を図り学生数確保に努め
るとともに、学科・コース構成の再構築、業界企業さまとの連携、施設
設備の充実等、財源を効率かつ最大限に活かせるように努めてい
る。

・問題ないと思われる。

予算・収支計画は有効かつ妥当なも
のとなっているか 4

学校運営に関わる予算については、各校・各学科にて年度予算を編
成。具体的な各費目の大枠について、あらかじめ検討・承認された予
算費目に基づき、備品購入や施設設備の充実・改修などに対する相
当額を各校で予算化し、学園本部会議にて最終検討のうえで概算予
算を決定している。

・問題ないと思われる。

財務について会計監査が適正におこ
なわれているか 4

私立学校法の規定に基づき、学園法人本部の所管で監事により業
務・財産状況の監査が行われており、会計年度終了後2か月以内に
理事会及び評議委員会で決議を受けている。また、指摘事項があっ
た場合は適切に是正措置を講じている。

・問題ないと思われる。

　入学者数の減少リスクに伴う収益減少を想定すべき状況下であります。学科別でも収益率に差が出ています。費用対効果の高い実習費・設備投資・
募集経費計画を立てたうえ、経費節減に努め、各学科で学生満足度を下げることなく、在籍数の拡大に繋がる健全な学生募集活動と学校運営を引き続
き推進してまいります。

財務情報公開の体制整備はできてい
るか 4

財務諸表においては、学園のホームページで公開するとともに、国の
修学支援制度/給付型奨学金の要件を満たす機関としての適切な財
務基盤を有し、情報公開を実施している。

・問題ないと思われる。
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（９）　法令等の遵守 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（９）-　1

（９）-　2

（９）-　3

（９）-　4

今後に向けての学校の考え

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

本校では、専門学校の教育に関わる各種の法令及び専修学校設置
基準等を遵守し、適正な運営を行っている。
学園本部には、弁護士および公認会計士をメンバーとするコンプライ
アンス委員会が設置されている。通報窓口が周知され、学園として法
令違反に関する情報を的確に収集するとともに、専門家の知見を踏
まえた対応をとる体制としている。また、責任者対象のハラスメント講
習会を年１回実施している。

・問題ないと思われる。4法令、専修学校設置基準等の遵守と
適正な運営がなされているか

個人情報に関し、その保護のための
対策がとられているか 4

学校法人全体として各種情報の保護を図っている。「個人情報保護
法に関する教職員規定内規」を定め、個人、部署ごとに情報の漏え
いがないよう取り組んでいる。また、講師会において非常勤講師にも
注意喚起を行い、個人情報の保護に努めている。

・問題ないと思われる。

自己評価の実施と問題点の改善をお
こなっているか 4

学生アンケートを含め自己点検・自己評価を実施し、本校の教育改
善に役立てることを目的に今後も継続して実施をする。引き続き、自
己評価のレベル向上に努める。

・問題ないと思われる。

　学園本部が設置するコンプライアンス委員会のもと、教職員と講師が法令遵守を日々意識し、ハラスメントや個人情報保護の観点やＳＮＳに関する
リテラシー、情報漏洩防止等に努めております。学生にはオリエンテーション等を通して引き続き徹底してまいります。

自己評価結果を公開しているか 4 本校の「自己点検・自己評価報告書」は学園ホームページで毎年度
公開している。

・問題ないと思われる。
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（１０）　社会貢献・地域貢献 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（１０）-　1

（１０）-　2

（１０）-　3

今後に向けての学校の考え

　社会貢献・地域貢献活動につきましては、栄5丁目に立地する2つの校舎フロアを地域活動等に役立てていただける機会があれば積極的に検討した
い、という考えは変わりありません。栄4・5丁目を盛り上げる地域創成イベントを学園で検討してほしい、というご意見につきましては、名古屋4校
で検討してまいります。

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

学校の教育資源や施設を活用した社
会貢献・地域貢献を行なっているか 4

・会場を提供し積極的にボランティア活動に参加されて
いる。学生が自発的にボランティア活動を行える機会を
増やし社会貢献できる取り組みを継続してほしい。

地域に対する公開講座・教育訓練
（公共職業訓練等を含む）の受託等
を積極的に実施しているか

2

地域に対する公開講座や教育訓練等の受託については、社団法人
日本ペットマッサージ協会や社団法人日本メディカルアロマテラピー
協会検定、名古屋市の外郭団体主催「猫の譲渡会」、ペットビジネス
企業主催トリマー向けセミナー等の会場として教室や実習室を提供し
ているが、地域に対する公開講座等の受託は行っておらず地域に対
する学校としての貢献については、まだまだ足りないと認識している。

・会場を提供し積極的にボランティア活動に参加されて
いる。学生が自発的にボランティア活動を行える機会を
増やし社会貢献できる取り組みを継続してほしい。

11月には名古屋市人とペットの共生サポートセンター主催、譲渡ボラ
ンティアによる「猫の譲渡会」に会場として提供し、学生と教員が会場
スタッフとしてボランティアでサポートした。今後も、立地の利便性を生
かした社会貢献・地域貢献を機会があれば推し進め、学生が自発的
にボランティア活動を自主的に行える機会を提供していく。また、学園
祭など公開するイベントに関しては、地域のみなさまに来校いただけ
るよう早めから計画していく。

学生ボランティア活動を奨励、支援
しているか 4

・今年度より田坂理事長のもと、新たな組織体制、学園
名となられた中、これまで以上に実社会で活躍する
方々との接点となる場づくり等、計画されることを期待い
たします。
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（１１）　国際交流（必要に応じて） 適切･･４　ほぼ適切･･３　やや不適切・・２　不適切･･１

自己評価

（１１）-　1

（１１）-　2

（１１）-　3

（１１）-　4

今後に向けての学校の考え

　N2保持者が国内就職できる分野を鑑みた学科においてカリキュラムを整え、ビザ更新、進級・卒業に繋がる生活全般まで含めた支援体制を整えてお
ります。次年度は在学中に国内就職をめざす留学生コースの検討をしております。日本国籍の学生にとっても外国籍の学生にとっても有意義な異文化
コミュニケーションを推進できる学校をめざします。

評価項目 具体的な取り組み・エビデンス・学校改善案など 学校関係者評価委員のご意見

留学生の受け入れ・派遣について戦
略を持っておこなっているか 3

2023年度はITビジネス学科に3名、総合ビジネス学科に1名の留学生
が入学し、全員が進級している。門戸を開くといった点では、入学人
数を増やせる戦略をもう少し取っていきたいと考えている。
留学生については、学習意欲や国内就職意欲の高い者を受け入れ
るという体制としており、2024年度は4名を受け入れている。職業教育
機関である専門学校として留学生の受け入れに果たす役割は大きい
と認識し、意識の高い留学生を積極的に受け入れ、進級、国内就職
をめざしてもらえるよう進めていく。

・国際交流の活性化として、2023年度、2024年度と継続
して留学生を受け入れ、進級実績もあり、職員の方々の
きめ細やかなサポート力を感じます。この流れを大切
に、より学内で学生が国際的刺激を感じられることを期
待します。
・留学生の受け入れ体制を強化し、入学者を増やすア
プローチが重要となる。
・「学習意欲や国内就職意欲の高い者を受け入れる」と
いう方針は職業教育機関としての正しい役割であり素
晴らしい考え方だと思います。そういった学生をどう見
極めるか・増やすかというこれからの戦略に期待です。

4

・進級結果からも適切なサポート体制が整備されてい
る。

学習成果が国内外で評価される取り
組みをおこなっているか

入学前、入学後の学生ビザ確認・更新に際しては、適切に手続きが
進められるよう担当職員を置いて対応し、名古屋出入国在留管理局
より「適正校」と選定されている。

4 ・問題ないと思われる。
留学生の受け入れ・派遣、在籍管理
等において適切な手続き等がとられ
ているか

2023年に在籍した留学生は、N2を持ちネイティブで日本人学生と同
様に授業を受け、取得した資格をよりどころに、担任や就職指導担当
のサポートのもと、積極的に就職活動を進めた。
新入生4名の留学生は全員が進級。ITビジネス学科2年に進級したマ
レーシア籍1名は、国内のIT企業への就職をした。台湾籍1名は卒業
したが、家業を継ぐために自国に戻った。

（留学生の学修・生活指導等につい
て）学内に適切な体制が整備されて
いるか

4
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